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光
経
済
新
聞

農
村
ニ
ュ
ー
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塗
料
報
知

ハ
ウ
ジ
ン
グ
・
ト
リ
ビ
ュ
ー
ン

隈
氏
と
連
携
し
企
業
誘
致

街
中
散
策
の
人
気
高
ま
る

屋
根
と
外
壁
に
推
奨
色
彩

新
規
就
農
増
加
へ
支
援
策
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グリーンビレッジ 街中を彩るユニークな木彫りの看板

　
北
海
道
最
高
峰
の
旭
岳
（
標

高
２
２
９
１
㍍
）
を
望
む
東
川

町
は
人
口
約
８
５
０
０
人
で
、

北
海
道
第
２
の
都
市
で
あ
る
旭

川
市
に
隣
接
す
る
自
治
体
だ
。

町
の
活
性
化
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
進
め
て
積
極

的
に
人
を
呼
び
込
む
施
策
を
続

け
、
こ
の

年
間
で
人
口
が
約

２
割
増
加
し
た
と
い
う
。

　
同
町
の
松
岡
市
郎
町
長
は

「
日
本
の
国
は
過
疎
と
過
密
に

二
極
分
解
し
て
い
る
中
、
東
川

町
は
適
度
に
疎

が
あ
る『
適
疎
』

を
目
指
す
」
と

い
う
考
え
に
魅
力
を
感
じ
る
。

集
中
し
す
ぎ
て
な
く
、
寂
し
く

も
な
い
、
そ
う
い
う
空
間
こ
そ

が
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
〝
町
〟
と
い
う
こ

と
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
て
着
実
に
「
適
疎
」

な
町
の
構
築
を
進
め
、
人
口
が

増
え
る
に
従
っ
て
必
要
不
可
欠

な
の
は
、
移
住
者
の
受
け
皿
と

な
る
住
宅
で
あ
る
。
町
に
は
景

観
条
例
「
美
し
い
東
川
の
風
景

を
守
り
育
て
る
条
例
」が
あ
り
、

こ
の
条
例
に
基
づ
く
住
宅
建
設

が
推
奨
さ
れ
る
。

　
町
の
中
心
部
に
あ
る
住
宅
地

「
グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
」
な
ど

で
は
、
住
人
同
士
が
相
互
に
協

力
し
、
安
全
で
安
心
な
居
住
環

境
を
形
成
。
緑
豊
か
な
住
宅
景

観
を
守
り
育
て
、
後
世
に
残
し

て
い
く
た
め
「
東
川
風
住
宅
設

計
指
針
」
に
基
づ
き
、
統
一
感

の
あ
る
美
し
い
街
並
み
が
形
成

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
景
観
に

配
慮
し
た
住
宅
建
設
に
対
し
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
・
補
助

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
と
調

和
す
る
「
東
川
風
住
宅
」
実
現

の
た
め
に
建
築
の
指
針
が
示
さ

れ
て
い
る
。
塗
料
・
塗
装
に
関

係
が
深
い
色
彩
関
連
で
は
、
屋

根
と
外
壁
へ
の
推
奨
色
彩
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

　
屋
根
に
つ
い
て
は
住
宅
の
存

在
感
を
表
す
重
み
の
あ
る
濃
色

（
濃
緑
色
、
濃
茶
色
、
黒
系
）

の
み
と
す
る
。
外
壁
は
素
材
の

色
を
尊
重
し
、模
倣
建
材（
石
、

レ
ン
ガ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ブ

ロ
ッ
ク
造
り
を
模
し
た
サ
イ
デ

ィ
ン
グ
）
は
原
則
不
可
。
着
色

を
伴
う
外
壁
材
は
自
然
の
風
景

に
な
じ
む
よ
う
周
囲
の
緑
よ
り

も
派
手
さ
を
抑
え
た
色
（
白
、

グ
レ
ー
、
ベ
ー
ジ
ュ
、
ク
リ
ー

ム
、
茶
）
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、住
宅
周
り
の
緑
化
、

屋
根
の
形
状
、
住
宅
周
り
の
工

作
物
・
付
属
物（
車
庫
、物
置
、

塀
、
オ
イ
ル
タ
ン
ク
、
ガ
ス
ボ

ン
ベ
、
エ
ア
コ
ン
室
外
機
）
に

も
配
慮
を
求
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
川
町
の
主
要
産
業

の
一
つ
に
「
木
工
」
が
あ
る
。

住
宅
に
つ
い
て
も
外
壁
の
装

飾
、
バ
ル
コ
ニ
ー
の
手
す
り
、

玄
関
ド
ア
な
ど
に
木
材
の
使
用

を
推
奨
。
板
張
り
の
外
壁
も
薦

め
て
い
る
。
使
用
す
る
木
材
の

保
護
と
し
て
防
腐
剤
や
保
護
材

の
塗
布
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

も
挙
げ
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
同
町
は
、
日
本
五

大
家
具
産
地
の

一
つ
で
あ
る
旭

川
家
具
の
う

ち
、
約

％
を

作
っ
て
お
り
、

町
内
に
約

の

事
業
者
が
あ

り
、
デ
ザ
イ
ン

性
の
高
い
商
品

を
製
造
し
て
い

る
。

　
東
川
町
は

「
写
真
の
町
」と

し
て
も
知
ら
れ

る
。
１
９
８
５

年
に
〝
写
真
の

町
宣
言
〟
を
行

い
、
写
真
映
り

の
良
い
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
企
画
。
２

０
１
４
年
に
は
〝
写
真
文
化
首

都
宣
言
〟を
行
い
、写
真
に
関
す

る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
を
多
く

開
催
す
る
。「
写
真
の
町
」
に
ふ

さ
わ
し
い
環
境
と
景
観
に
配
慮

し
た
施
策
を
実
践
し
て
い
る
。

　
大
自
然
の
ふ
も
と
で
、
住
民

が
快
く
安
心
し
て
潤
い
の
あ
る

生
活
が
で
き
る
。
訪
問
者
が
美

し
さ
を
感
じ
、
心
が
和
ん
で
、

ま
た
来
た
い
と
思
う
風
景
を
持

つ
「
適
疎
」
の
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
東
川
町
。
景
観
形
成
と

そ
の
維
持
に
つ
い
て
、
塗
料
・

塗
装
、
コ
ー
テ

ィ
ン
グ
が
貢
献

し
て
い
く
。

道内屈指の米どころ

　
か
つ
て
お
い
し
く
な
い
お
米

の
産
地
と
い
わ
れ
て
い
た
北
海

道
だ
が
、
そ
の
様
相
は
近
年
大

き
く
変
化
。
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」

を
は
じ
め
、
「
な
な
つ
ぼ
し
」

「
ふ
っ
く
り
ん
こ
」
な
ど
全
国

的
に
も
「
お
い
し
い
お
米
」
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
客

観
的
な
指
標
と
し
て
も
日
本
穀

物
検
定
協
会
が
毎
年
行
っ
て
い

る
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
北
海

道
産
「
ゆ
め
ぴ
り
か
」
と
「
な

な
つ
ぼ
し
」
は


年
連
続
で
特

Ａ
を
獲
得
。


年
連
続
で
の
獲
得
は
こ
の
２
産

地
品
種
の
み
で
あ
り
、
ど
れ
だ

け
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
の

か
の
証
左
と
い
え
る
。

　
こ
う
し
た
北
海
道
に
お
い
て

も
屈
指
の
米
産
地
が
東
川
町

だ
。
大
雪
山
系
の
き
れ
い
な
水

と
豊
か
な
土
壌
か
ら
米
ど
こ
ろ

と
し
て
知
ら
れ
、
Ｊ
Ａ
全
中
な

ど
が
選
出
し
た
「
日
本
の
米
づ

く
り
百
選
」
に
選
ば
れ
る
な
ど

全
国
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
。
米
ど
こ
ろ
だ
け
に
全
耕

地
面
積
に
占
め
る
水
稲
作
付
割

合
は
８
割
を
超
え
て
お
り
、
地

域
の
基
幹
作
物
と
な
っ
て
い

る
。
中
で
も
Ｊ
Ａ
ひ
が
し
か
わ

は
、
栽
培
技
術
・
品
質
管
理
・

食
味
値
な
ど
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
た
米
を
「
東
川
米
」
と
し
て

ブ
ラ
ン
ド
化
。
「
強
い
産
地
」

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。

　
米
を
中
心
に
力
強
い
農
業
が

展
開
さ
れ
て
い
る
東
川
町
だ

が
、
そ
こ
に
は
課
題
も
。
そ
の

一
つ
が
、
い
か
に
農
業
従
事
者

を
確
保
す
る
か
だ
。

　
東
川
町
が
ま
と
め
た
第
２
期

写
真
文
化
首
都
東
川
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略

（
計
画
期
間
：
令
和
２
年
度
か

ら
６
年
度
）
で
は
、
年
間
新
規

就
農
者
数
（
５
年
間
平
均
）
を

６
人
と
設
定
。
農
地
集
積
に
よ

る
経
営
規
模
の
拡
大
や
作
業
効

率
化
を
図
る
た
め
の
ほ
場
再
整

備
、
リ
タ
イ
ア
し
た
農
業
者
や

主
婦
層
な
ど
を
取
り
込
ん
だ
ハ

ウ
ス
団
地
化
に
よ
る
野
菜
栽
培

な
ど
を
通
じ
て
農
業
経
営
基
盤

を
強
化
。
加
え
て
担
い
手
対
策

の
充
実
や
新
規
就
農
支
援
窓
口

の
強
化
に
よ
る
後
継
者
育
成
や

新
規
就
農
者
の
受
け
入
れ
な
ど

に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い

る
。

　
一
方
で
、
実
際
の
新
規
就
農

者
数
は
厳
し
い
状
況
だ
。

　
そ
う
し
た
中
、
町
で
は
、
さ

ら
な
る
新
規
就
農
者
増
加
に
向

け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展

開
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
が
３

段
階
の
研
修
制
度
だ
。
①
繰
り

返
し
可
能
な
短
期
研
修
（
２
泊

３
日
・
１
週
間
コ
ー
ス
）
＝
町

内
の
宿
泊
施
設
に
滞
在
し
東
川

町
の
農
家
と
一
緒
に
仕
事
を
体

験
②
１
年
を
通
し
た
長
期
研
修

（
６
カ
月
～
１
年
）
＝
東
川
町

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
核
と
し

て
１
年
を
通
し
て
農
家
の
仕
事

を
手
伝
う
（
一
部
報
償
有
）
③

就
農
・
農
業
経

営
を
目
指
す
実

践
研
修
（
２
年

以
内
・
青
年
就

農
給
付
金
〈
準

備
型
〉の
活
用
）

＝
２
年
間
の
研

修
に
よ
り
野
菜

生
産
の
農
家
経

営
ノ
ウ
ハ
ウ
を

身
に
付
け
る

―
。
３
段
階
と

す
る
こ
と
で
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
避

け
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
。

　
こ
う
し
た
研

修
以
外
に
も
就

農
前
で
あ
れ
ば
、
長
期
研
修
・

実
践
研
修
中
は
民
間
ア
パ
ー
ト

や
町
営
住
宅
な
ど
の
家
賃
一
部

補
助
を
は
じ
め
、
就
農
計
画
の

作
成
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
、
就
農

後
に
つ
い
て
は
各
種
の
研
修
会

の
ほ
か
、
農
作
業
受
託
に
よ
る

実
質
的
な
作
業
単
位
の
拡
大
促

進
と
貸
借
に
よ
る
経
営
規
模
拡

大
に
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
融
資
面
で
の
農
協
と
連
携
し

た
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　
人
口
増
が
続
く
東
川
町
で
い

か
に
農
業
従
事
者
を
増
や
し
て

い
く
か
。
今
後

の
動
向
が
注
目

さ
れ
る
。

栁澤氏

　
東
川
町
の
観
光
は
北
海
道
最

高
峰
の
旭
岳
と
、
そ
の
麓
に
位

置
す
る
「
旭
岳
温
泉
」
「
天
人

峡
温
泉
」
と
い
う
二
つ
の
温
泉

地
が
中
心
。
た
だ
、
近
年
は
カ

フ
ェ
や
木
工
工
房
を
巡
る
街
の

散
策
も
人
気
と
い
う
。

　
旭
岳
の
登
山
は
標
高
１
１
０

０
㍍
の
山
麓
駅
か
ら
１
６
０
０

㍍
の
姿
見
駅
を
結
ぶ
「
大
雪
山

旭
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
」
を
利
用

で
き
る
。

分
ほ
ど
の
空
の
散

策
だ
が
、
特
に
９
月
中
旬
ご
ろ

は
「
日
本
一
早
い
紅
葉
」
が
見

ら
れ
る
と
人
気

だ
。

　
約
３
万
年
前

の
噴
火
で
形
成
さ
れ
た
柱
状
節

理
や
、
２
７
０
㍍
と
い
う
北
海

道
一
の
落
差
を
誇
る
羽
衣
の
滝

が
見
ら
れ
る
天
人
峡
も
人
気
の

ス
ポ
ッ
ト
。

　
旭
岳
温
泉
、
天
人
峡
温
泉
の

二
つ
の
温
泉
地
と
も
北
海
道
内

で
は
古
い
歴
史
を
持
つ
。
源
泉

掛
け
流
し
の
良
質
の
湯
を
日
帰

り
利
用
も
で
き
る
宿
泊
施
設
で

味
わ
え
る
。

　
町
の
北
側
に
位
置
す
る
キ
ト

ウ
シ
森
林
公
園
は
、
東
京
ド
ー

ム

個
分
と
い
う
広
大
な
敷
地

に
ス
キ
ー
場
、
ゴ
ル
フ
場
、
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
ゴ
ー
カ
ー
ト

な
ど
各
種
の
ア
ウ
ト
ド
ア
施
設

を
持
つ
。
高
台
に
あ
る
展
望
台

か
ら
碁
盤
の
目
の
よ
う
に
整
っ

た
水
田
や
、
町
を
囲
む
山
並
み

を
一
望
す
る
。
現
在
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
が
進
み
、
新
た
な
温
浴

施
設
が
近
く
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
だ
。

　
町
の
中
心
は
お
い
し
い
天
然

水
を
生
か
し
た
コ
ー
ヒ
ー
が
飲

め
る
カ
フ
ェ
や
、
町
の
景
観
に

マ
ッ
チ
し
た
お
し
ゃ
れ
な
店
が

点
在
。
町
中
の
物
販
、
飲
食
店

は
８
年
前
の
約

店
舗
か
ら
現

在
は
約

店
舗
と
倍
以
上
に
増

え
た
。
さ
ら
な
る
出
店
計
画
も

あ
り
、
２
０
２
２
年
中
に
は


店
舗
を
超
す
見
通
し
と
い
う
。

移
住
者
ら
が
新
た
に
開
業
し
て

い
る
。

　
こ
れ
ら
店
舗
で
は
Ｈ
Ｕ
Ｃ

（
フ
ッ
ク
＝
東
川
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
カ
ー
ド
）
と
呼
ば
れ
る
Ｉ
Ｃ

式
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
利
用
で

き
る
。
買
い
物
や
飲
食
で
ポ
イ

ン
ト
が
た
ま
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ

ま
な
特
典
を
用
意
。
町
民
の
約

８
割
が
同
カ
ー
ド
を
保
有
し
て

い
る
。

　
観
光
客
は
年
間
お
よ
そ
１
１

０
万
人
。
コ
ロ
ナ
禍
前
の
ピ
ー

ク
時
（
約
１
５
０
万
人
）
か
ら

減
っ
て
い
る
が
、
極
端
な
落
ち

込
み
は
な
い
。
隣
接
す
る
旭
川

か
ら
訪
れ
る
日
帰
り
客
は
逆
に

増
え
た
と
い
う
。

　
町
で
は
現
在
、
北
海
道
の
ア

イ
ヌ
文
化
、
地
元
の
「
大
雪
山

文
化
」
を
次
世
代
に
伝
え
よ
う

と
、ア
イ
ヌ
文
化
伝
承
者
、知
里

幸
恵（
ち
り
・
ゆ
き
え
）さ
ん
を

モ
デ
ル
に
し
た
映
画
「
カ
ム
イ

の
う
た
」
の
制
作
を
進
め
て
い

る
。
撮
影
は
２
０
２
２
年
７
月

に
開
始
。
２
０
２
３
年
秋
の
公

開
を
目
指
し
て
い
る
。
町
で
は

制
作
費
２
億
５
千
万
円
を
集
め

る
こ
と
を
目
標
に
、
同
町
で
は

「
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
」
と

呼
ぶ
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
で
広

く
資
金
を
募
っ

て
い
る
。

　
町
の
現
状
に

つ
い
て
同
町
企

画
総
務
課
企
画

財
政
室
の
栁
澤

奨
一
郎
主
任
は

「
『
人
が
人
を

呼
ぶ
』
こ
と
が

こ
の
町
で
起
き

て
い
る
。
移
住

者
に
対
し
て
行

政
だ
け
で
は
な

く
、
住
民
が
親
切
丁
寧
に
い
ろ

い
ろ
相
談
に
乗
っ
て
い
る
。
移

住
者
が
次
に
移
住
す
る
人
に
同

じ
こ
と
を
す
る
と
い
う
良
い
連

鎖
が
起
き
て
い
る
」
と
指
摘
。

　
「
『
写
真
の
町
宣
言
』
や

『
椅
子
の
日
』
の
制
定
な
ど
、

町
は
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
し
て
い
る
。
全
て
が
成
功
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、


数
年
前
か
ら
地
道
に
取
り
組
ん

で
き
た
こ
と
が
、
今
、
成
果
と

な
っ
て
表
れ
て

い
る
。
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
こ
と

で
ま
た
新
た
な
人
と
の
つ
な
が

り
が
生
ま
れ
て
く
る
の
だ
と
思

う
」
。

　
東
川
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
が
建
築
家

の
隈
研
吾
氏
と
の
連
携
で
あ
ろ

う
。

　
東
川
町
は
、
写
真
の
町
と
し

て
、
ま
た
、
主
要
産
業
の
家
具

・
ク
ラ
フ
ト
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
の
取
り
組
み
と
し
て
、
従

前
か
ら
企
業
や
学
識
経
験
者
、

個
人
と
の
連
携
を
深
め
て
き

た
。
そ
う
し
た
中
で
出
会
っ
た

の
が
隈
氏
で
あ
る
。
隈
氏
は
、

隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所

の
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
開
設

を
検
討
し
て
お

り
、
東
川
町
の
中
心
市
街
地
に

コ
ン
パ
ク
ト
な
街
並
み
が
形
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
旭
川
空
港

か
ら
近
く
ア
ク
セ
ス
が
良
い
こ

と
、
ま
た
、
東
川
町
の
こ
れ
ま

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
知
り
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
開
設
地
と
し
て
東
川
町
を
選

ん
だ
。
隈
氏
は
都
市
へ
の
集
中

か
ら
、
地
方
へ
の
分
散
と
い
う

視
点
を
大
切
に
し
て
お
り
、
東

川
町
が
日
本
三
大
家
具
の
一
つ

と
も
呼
ば
れ
る
「
旭
川
家
具
」

の
産
地
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な

魅
力
に
映
っ
た
よ
う
だ
。

　
東
川
町
と
隈
氏
が
協
議
を
す

る
中
で
、町
の
将
来
を
見
据
え
、

両
者
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が

何
か
で
き
な
い
か
と
い
う
議
論

が
進
ん
だ
。
こ
こ
か
ら
生
ま
れ

た
の
が
東
川
町
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」
と

「
『
隈
研
吾
＆
東
川
町
』
Ｋ
Ａ

Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」
で
あ

る
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」
（
上
川

郡
東
川
町
東
町
１
の
７
）
は
、

町
の
市
街
地
に
４
棟
か
ら
な
る

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
群
を
建

設
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
隈
研

吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
の
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
だ
け
で
な

く
、
町
と
し
て
施
設
を
整
備
す

る
こ
と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た

な
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の

モ
デ
ル
を
提
示
し
、
都
市
部
と

の
連
携
や
地
域
資
源
の
利
用
拡

大
、町
内
経
済
の
活
性
化
な
ど
、

多
く
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
と
考

え
た
。

　
隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
が
デ
ザ
イ
ン
を
設
計
か
ら
工

事
監
理
を
担
当
監
修
、
４
棟
と

も
木
造
２
階
建
て
で
１
５
３
・


平
方
㍍
、
ワ
ー
ク
デ
ス
ク


席
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア


席
と
な
っ
て
い
る
。
景
観
条
例

に
則
っ
た
外
観
デ
ザ
イ
ン
、
外

壁
に
町
産
材
を
活
用
、
家
具
も

町
産
の
も
の
を
採
用
し
た
。
隈

研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務
所
以

外
の
３
棟
の
活
用
も
決
定
、
東

京
、
札
幌
、
旭
川
の
企
業
が
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設
し

て
い
る
。

　
「
『
隈
研
吾
＆
東
川
町
』
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
」は
、

人
間
と
世
界
の
間
を
つ
な
ぎ
、

従
来
の
家
具
と
い
う
概
念
を
拡

張
し
た
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
」
の
新
た

な
可
能
性
を
追
求
し
、
Ｋ
Ａ
Ｇ

Ｕ
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら
し
と
新

し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
発
信

へ
の
思
い
を
込
め
２
０
２
１
年

に
第
１
回
コ
ン
ペ
を
実
施
し

た
。

　
「
『
隈
研
吾
＆
東
川
町
』
Ｋ

Ａ
Ｇ
Ｕ
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
ペ
」は
、

世
界
中
の

歳

以
下
の
学
生
を

対
象
に
、
第
１

回
コ
ン
ペ
は

「
木
の
椅
子
の

デ
ザ
イ
ン
」
を

テ
ー
マ
に
作
品

を
募
集
し
た
。

隈
氏
は
コ
ン
ペ

実
施
に
当
た
り

「
自
然
豊
か
な

東
川
か
ら
、
世

界
に
家
具
の
新

し
い
あ
り
方
を
発
信
し
た
い
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
た
。


の
国
・
地
域
か
ら
８
４
３
件
と

い
う
多
く
の
提
出
が
あ
り
、
隈

氏
を
は
じ
め
世
界
で
活
躍
す
る

審
査
員
に
よ
る
審
査
を
経
て
隈

研
吾
賞
な
ど
の
受
賞
作
品
が
選

定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
の
家
」
で
は
、

入
居
す
る
企
業
間
で
自
然
と
交

流
が
始
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。

東
川
町
で
は
「
隈
研
吾
建
築
都

市
設
計
事
務
所
は
も
と
よ
り
、

今
後
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
入
居
企
業
な
ど
と
の
連
携
も

深
め
て
い
き
た
い
」
（
企
画
総

務
課
企
画
財
政
室
・
栁
澤
奨
一

郎
主
任
）
と
、

人
と
の
つ
な
が

り
の
中
で
町
の

可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
考

え
だ
。


